
「人口知能について思うこと」 技術士（機械部門） 磯村 正義 

グーグルの人工知能「アルファ碁」が韓国の名人に勝ったことが大きな話題になっています。

人工知能が騒がれたのは今回が初めてではありませんが、最近のコンピュータの発達、ビッグ

データ、またディープラーニングと呼ばれる新しい手法の発展によって、最近の人工知能の発

達は目を見張るものがあります。 

これらのニュースを見て、人工知能がやがて人間を超えるのではないか、あるいは人工知能

が人間の仕事を奪うのではないか、というような論調がまことしとやかに囁かれたりもします。

しかし科学技術の発展に伴い、古くはラッダイト運動（１９世紀にイギリスの織物工業地帯に

起こった機械破壊運動）や、比較的最近では産業用ロボットの普及の際にも似たようなことが

言われたことがありましたが、結果的にはそうはならず、人間がより人間らしい生き方をする

ことに貢献してきたと思います。 

中小企業の経営において、将来人工知能を活用する時代が来るかもしれませんが、経営にと

って代わることはあり得ないと思います。企業活動はルールの決まったゲームではなく、創造

性を競う場であると考えるからです。人工知能の発展は、私たちがより知的な、創造的な生き

方をするためのチャンスを与えてくれるものだと、積極的に評価したいものです。 

「農業法人における総合的マネジメントの必要性」  技術士（機械部門） 白石秀樹 

ＴＰＰ法案（環太平洋経済連携協定）の成立により国際的な市場開放が進むことで日本の農

業の国際競争力が評価されようとしています。そのような中で、農業経営の法人化、それも大

規模化により生産性の向上を図り顧客のニーズ多様化に対応した商品をタイムリーに市場に提

供できる法人が市場での競争力を得ます。改正農地法が 2009 年 12 月に施行されて以来、一般

法人の農業参入が大幅に増加しており、施行前に比べて１年当たり平均参入数は５倍になって

います。 

そのような市場環境をまとめると次のようになります。 

1.生産者（農家）は大規模法人化へ向かい、従来の営農スタイルからの脱却を迫られている。 

◇農業法人には特有の経営感覚、栽培技術力が必要で、植物工場、施設園芸では特に 

 栽培環境制御（気温、日照、二酸化炭素、養液管理など）での技術力が求められる。  

２．農産物の安全性はますます重要になる。 

 ◇農産物の産地買付け、輸出増加によりさらに安全で衛生的な農場生産管理が求められる。 

３．農産物は輸入品との競争がますます激しくなる。 

 ◇国内ではより低コスト、安全、高付加価値な農産物が求められる。 

農業の場合は工業における物づくりと違い生産サイクルが長く、例えば米作では 1 年もかか

ります。また、農産物は自然の環境条件に左右されるので生産調整に自由度が少ないため市場

へのデリバリー体制にはより緻密な計画性が求められます。一方品質はバラツキが比較的大き

く、食べ物としての安全性は厳しく求められます。農業経営にはこのような急速な市場変化の

中で競争力を維持するためは中長期的な経営ビジョンが必要です。 

経営ビジョンから具体的な経営目標を設定し、全組織を効果的・効率的に運営し、目標達成

に貢献するＴＱＭ（Total Quality Management：総合的品質管理）と呼ばれる管理手法があり

ます。主として製造業での日本企業の国際競争力を高めてきたこのＴＱＭは汎用性が高く、農

業分野にも導入することで、農業法人の経営力強化に貢献するものと考えています。 
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「生体認証と情報セキュリティ」 技術士（情報工学部門） 久田見 篤 

銀行の ATM で指先や手で本人確認を行う装置を多く見るようになりました。近年増えている

のは静脈認証と呼ばれるもので、指先や手のひらに赤外線を照射して血管のパターンを画像と

して取り込み、予め登録してあるパターンと照合することで本人であることを確認します。静

脈認証以外にもスマートフォンやパソコンで指紋認証を使われている方も多いと思います。ま

た、2 月の東京マラソンでは一部の参加者に対して事前登録した顔写真を使って顔認証によるラ

ンナーの本人確認が行われました。あまり見かけることはありませんが虹彩や声紋を使った認

証技術も実用化されており高いセキュリティが要求される場合に使われている様です。 

これらの技術は生体認証またはバイオメトリクス認証と呼ばれるもので、指紋、静脈、顔な

どの生体的特徴や音声や署名などの行動的特徴を用いて本人であることを認証する方法です。

生体認証は本人でなければ認証されないことが最大の特徴ですが、パスワードの様に忘れたり

他人に知られる心配もなく、鍵やカードの様に紛失や盗難の問題も無いなど利便性も高いと考

えられています。パスワードと生体認証を合わせてセキュリティを強化する場合や、生体認証

だけで簡単に本人確認を行う場合など、今後は活用が増すと考えられています。 

企業活動ではパスワードを使った情報セキュリティ管理が一般的だと思います。また鍵やカ

ードを使った入退室制限や保管管理なども行われているでしょう。当面は中小企業にとって個

人認証を使ってさらに強固なセキュリティ対策を行う必要性は低いようにも思われます。しか

し、今後タブレットやスマートフォンなどの利用が増え、その他の多くの装置がネットワーク

で接続される様になるとパスワードと物理的な鍵だけでセキュリティ管理をすることは困難に

なるといわれています。また個人認証はセキュリティ以外にも出退勤管理や支払管理などで企

業活動における様々な合理化を支援できる技術として導入が拡大するでしょう。 

生体認証には独自の課題もありますが、今後も技術開発が進められつつ実用化が拡大すると

考えます。今後の生体認証の実用化動向に注目し、企業のセキュリティ対策の強化や業務効率

を向上する要素として将来に向けた検討を進めるのが肝要です。 

お役立ち最新情報 

［技術士によるセミナー］ （現場経験に基づくホットな内容） 

平成２７年度川崎市産業振興財団との共催の技術セミナーは終了しました。 

平成２８年度につきましては現在計画中です。 

［支援事業］ （申込先：川崎市中小企業サポートセンター） 

技術士による技術窓口相談 

（無料、要予約） 
13：30～16：30 （例）公的支援、安全法、技術・経営に関することなど 

緊急コンサルティング（無料） 原則随時です 企業に出向き緊急の課題を支援致します。最大３回まで可能 

専門家派遣（有料） 募集があります 費用は半額企業負担です。課題に対し最大１２回の継続支援 
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川崎市中小企業サポートセンターとは 

中小企業を応援する総合的な支援機関で、主な支援事業は以下のとおりです。  

★総合相談窓口★専門家相談窓口★人材育成セミナー★専門家派遣事業 

★「かわさき起業家オーディション ビジネス・アイデアシーズ市場」 

TEL:044-548-4141 FAX:044-548-4146 URL:http://www.kawasaki-net.ne.jp 
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